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株
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株
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3

日
本
歯
科
新
聞
社

ニ
ホ
ン
シ
カ
シ
ン
ブ
ン
シ
ャ

本社所在地 〒 101-0061
東京都千代田区神田
三崎町 2-15-2

電話番号 03-3234-2475
ＦＡＸ 03-3234-2477
業態 出版業
歴代代表者 水野治雄（～ 2002 年）

水野純治（2002 年～）
創立年

（法人登記） 1975 年
資本金 10,000,000 円
従業員数 20 人（2021 年 4 月 1 日現在）

所属団体 厚生労働省記者クラブ
日本歯学図書出版協会
日本歯科記者会

事務局 日本歯科コンピュータ
協会事務局

株
式
会
社
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所
在
地

現
在

イ
ベ
ン
ト

日
本
歯
科
新
聞
社
が
法
人
登
記
し
た
の
は
１
９
７
５
年
12
月
８
日
で
、
こ
の
日

を
設
立
日
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
主
力
媒
体
は
67
年
に
臨
床
通
信
社
が
創
刊
し

た『
臨
床
通
信
歯
科
版
』が
前
身
と
な
る
。
翌
68
年
に『
日
本
歯
科
新
聞
』に
改
題
。

76
年
２
月
11
日
付
の
新
聞
か
ら
発
行
所
名
が
臨
床
通
信
社
か
ら
日
本
歯
科
新
聞
社

に
変
わ
り
、
新
聞
事
業
を
引
き
継
い
で
い
る
。
こ
の
こ
ろ
の
会
社
の
所
在
地
は

九
段
下
駅
近
く
の
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
だ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
国
会
図
書
館
に
現
存
す
る
一
番
古
い
日
本
歯
科
新
聞
は
、
71
年
９
月

25
日
付
。
当
時
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
で
毎
月
10
、20
、30
日
に
発
行
す
る
旬
刊
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
75
年
に
日
刊
紙
と
同
じ
大
き
さ
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
版
に
移
行
し
、
89
年

に
毎
週
火
曜
日
発
行
の「
週
刊
」と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
別
の
媒
体
と
し
て
は
88
年
に
、
週
２
回
配
信
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス『
Ｊ

Ｄ
ニ
ュ
ー
ス
』を
発
刊
し
、
95
年
に
日
刊
と
な
り
、
現
在
の『
日
刊
歯
科
通
信
』に

改
称
し
て
い
る
。

　
94
年
に
は
、
歯
科
医
院
経
営
・
総
合
情
報
月
刊
誌『
ア
ポ
ロ
ニ
ア
21
』を
創
刊
。

学
術
書
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
経
営
に
役
立
つ
情
報
を
多
角
的
に
提
供
す
る
よ

う
努
め
て
き
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
84
年
に「
歯
科
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
」を
主
催
。

99
年
か
ら
は
日
本
歯
科
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
協
会
主
催
展
示
会
の
運
営
事
務
局
を
務
め
て
い
る
。
２
０
１
２

年
に
は
、
歯
科
医
院
の
デ
ザ
イ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
関
連
の
展
示
会「
医
院
デ
ザ
イ
ン

フ
ェ
ア
」を
開
き
、
以
後
、
ほ
ぼ
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

             

　

会
社
の
所
在
地
は
、
最
初
の
九
段
下
ビ
ル（
神
田
神
保
町
）か
ら
81
年
に
川
口
屋
ビ
ル（
神
田
三
崎

町
）、
98
年
よ
り
水
道
橋
駅
近
く
の
八
木
ビ
ル（
同
）に
移
転
。
２
０
１
２
年
に
川
口
屋
ビ
ル
向
か
い
の

ビ
ル
を
購
入
し
、
本
社
ビ
ル
と
し
た
。

　

新
社
屋
で
は
新
た
に
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
を
設
け
、
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
開
催
や
外
部
貸
し
出
し
サ
ー

ビ
ス
な
ど
セ
ミ
ナ
ー
事
業
を
13
年
か
ら
本
格
的
に
開
始
し
て
い
る
。

　

             

　

２
０
０
２
年
、
日
本
歯
科
新
聞
社
設
立
時
の
社
長
の
水
野
治
雄
の
死
去
に
伴
い
、
水
野
純
治
が
社

長
に
就
任
。
新
事
業
と
し
て
歯
科
セ
ミ
ナ
ー
情
報
検
索
サ
イ
ト「
歯
科
プ
ロ
」の
立
ち
上
げ
や
、
電
子

媒
体
の
活
用
の
検
討
・
推
進
な
ど
に
注
力
し
、「
歯
科
医
療
の
健
全
な
発
展
に
向
け
た
情
報
提
供
」に

引
き
続
き
努
め
て
い
る
。

本
社
の
歴
史
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臨床通信社時代から東京都千代田区神田に所在地を置いていた。

九段下ビル （東京都千代田区神田神保町3）01
川口屋ビル （東京都千代田区三崎町2-14-2）1981年～ 02
八木ビル    （東京都千代田区三崎町2-20-4）1998年～ 03
JDNビル　（東京都千代田区神田三崎町2-15-2）2012年9月～ 04

01 最初の所在地だった九段下ビル（今川小路共同建築）。設計：南省吾、施工：上遠組、建
築年：昭和2年、RC3。関東大震災での死者のうち約80％以上の人が火災で亡くなったた
めに、都市の鉄筋コンクリート化を推進していた後藤新平や渋沢栄一の指導のもと復興事業
が行われた。その中で、国からの補助金を受けて、数名の建築主たちが共同で土地を買い共
同建築した建物が、この九段下ビルだった。2012年（平成24年）には、その前年に起こった
東日本大震災を機に安全性が問われ、惜しまれつつも解体されることになった。最後の居住
者であった画家によって展覧会が行われたり、SNSではハッシュタグ「＃九段下ビル」でた
くさんの惜しむ声があがったりなど、話題になったらしい。

左/02 川口屋ビル川口屋
ビル時代は、2F（事務）、
3F（記者）、5F（編集）の3
フロアを借りていた。

右/03　総面積がより広い
八木ビルへ。4Fを、①事務、
記者、編集、②応接室に区
切り、地下の一部は倉庫と
して借りていた。

04 JDNビル。
Japan Dental News　の頭文字
をビル名とした。1階が受付兼事
務、2階が各編集部、3階がセミ
ナールーム、4階にインタビュー
ルームと社長室がある。地下は倉
庫となっている。元は専門学校な
ので、各部屋は教室であった。そ
のため防音効果が高く、3階のセ
ミナールームでは頻繁にセミナー
が行われているが、音が漏れるこ
とはまずない。

本社所在地の変遷
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︱
経
営
理
念
は

水
野
　﹁
歯
科
界
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
情
報

発
信
﹂で
す
。

―
主
な
事
業
は

水
野　

１
９
６
５
年
に
創
刊
し
た
、
週
刊
の『
日
本

歯
科
新
聞
』、
１
９
９
４
年
創
刊
の
月
刊
歯
科
医
院

経
営
・
総
合
情
報
誌『
ア
ポ
ロ
ニ
ア
21
』の
発
行
が

大
き
な
事
業
の
柱
で
す
。

　
さ
ら
に
、
主
に
経
営
を
テ
ー
マ
と
し
た
書
籍
の
発

行
や
、「
医
院
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
」や
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
、
業
界
団
体
の
広
報
誌
や
記
念

誌
の
受
託
、事
務
局
の
受
託
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
『
日
本
歯
科
新
聞
』の
特
徴
は

水
野　
厚
生
労
働
省
の
各
種
審
議
会
や
歯
科
医
師
会

の
活
動
な
ど
歯
科
医
療
政
策
か
ら
、
研
究
成
果
、
歯

科
医
療
器
材
な
ど
の
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
歯
科
技
工

現
場
の
取
り
組
み
な
ど
幅
広
い
情
報
を
掲
載
し
、
歯

科
医
療
関
係
者
の
情
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
対
談
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
は
歯
科
界

の
課
題
に
つ
い
て
多
角
的
に
掘
り
下
げ
、
議
論
が
分

か
れ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
双
方
の
意
見
を
載
せ
る

な
ど
中
立
性
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

―
『
ア
ポ
ロ
ニ
ア
21
』は

水
野
純
治
社
長
に
聞
く

日
本
歯
科
新
聞
社
と
は
？

（1） 第2154号2021年（令和3年） 4月27日（火曜日） 日 本 歯 科 新 聞 （毎月４回、火曜日発行）週刊
昭和42年9月22日
第三種郵便物認可（ ）

2021年（令和3年）

4月27日

＜発行所＞
日本歯科新聞社

〒 101-0061
東京都千代田区神田三崎町 2-15-2
電　話　03（3234）2475
ＦＡＸ　03（3234）2477
厚生労働省記者クラブ加盟社
年間購読料 19,800 円（送料込）
　　　　　 （本体 18,000 円＋税）
月４回、火曜日発行
郵便口座番号 00120-5-130369

本紙のサイトとメールアドレス
www.dentalnews.co.jp
jdn@dentalnews.co.jp

気
清
浄
機
、自
動
検
温
装
置
、自

動
ド
ア
な
ど
合
計
額
の
平
均
値

は
90
万
５
１
５
８
円
に
上
っ
て

い
る
。

衛
生
用
品
等
の
購
入
量
な

ど
で
、マ
ス
ク
は「
購
入
量
が

増
加
」94
・
５
％
、「
購
入
商
品

を
変
更
」80
・
３
％
、「
購
入
単

価
が
上
昇
」98・４
％
、グ
ロ
ー

ブ
は
そ
れ
ぞ
れ
94・０
％
、79・

８
％
、96・７
％
、消
毒
用
エ
タ

調
査
は
、都
道
府
県
歯
科
医

師
会
役
員
や
日
歯
委
員
会
委

員
、日
歯
役
員
ら
２
８
４
人
を

対
象
と
し
て
２
月
１
～
25
日
に

実
施
し
、１
８
３
人（
64・４
％
）

か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。分
析

は
日
本
歯
科
総
合
研
究
機
構
が

担
当
。

今
年
１
月
の
診
療
状
況
で

は
、対
前
年
度
と
比
べ
て
初
診

数
が
84・６
％
、再
診
数
が
93・

１
％
、訪
問
数
が
95・２
％
と
い

ず
れ
も
減
少
。

問
診
等
を
含
め
た
診
療
時
間

等（
同
１
月
）で
は
、予
定
予
約

枠
の
時
間
は
一
人
平
均
30
・
７

分
で
前
年
よ
り
１・９
分
増
、受

付
か
ら
会
計
ま
で
の
総
時
間
は

40・８
分
で
３
分
増
、次
の
患
者

誘
導
ま
で
の
時
間
は
７・１
分

で
２・８
分
増
。「
１
日
20
人
診

療
す
る
と
し
た
場
合
、診
療
後

の
清
掃
等
準
備
に
こ
れ
ま
で
と

比
較
し
１
日
当
た
り
60
分
多
く

の
時
間
を
要
し
て
い
る
」
と
分

析
し
て
い
る
。

主
要
処
置
実
施
件
数
で
通

厚
労
省
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
係
る
人
材
に
関
す
る
懇
談

会
」
が
23
日
、オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
開
か
れ
＝
写
真
、条
件
を
満

た
し
た
上
で
の
歯
科
医
師
に
よ

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
違
法
と
見

な
さ
な
い（
違
法
性
阻
却
）案
が

容
認
さ
れ
た
。集
団
接
種
で
必

要
な
医
師・看
護
師
等
の
確
保

が
で
き
な
い
場
合
、必
要
な
研

修
を
受
け
、患
者
の
同
意
を
得

る
こ
と
で
歯
科
医
師
の
違
法
性

が
阻
却
さ
れ
る
。

同
懇
談
会
で
は
、医
道
審
議

会
の
医
師
分
科
会
と
歯
科
医
師

分
科
会
の
委
員
を
中
心
に
違
法

性
の
阻
却
に
つ
い
て
議
論
。歯

科
医
師
に
お
け
る
筋
肉
内
注
射

が
行
わ
れ
る
例
が
あ
り
、歯
学

部
教
育
で
も
基
本
的
な
内
容
の

教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
点
な
ど

を
鑑
み
、条
件
付
き
で
の
違
法

性
阻
却
を
認
め
る
と
の
意
見
で

一
致
し
た
。

必
要
な
研
修
は
２
時
間
程

度
で
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
基
礎
知

識（
副
作
用
含
む
）」「
接
種
に

必
要
な
解
剖
学
の
基
礎
知
識
」

「
接
種
の
実
際（
注
意
点
）」

「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
そ
の

対
応
等
」な
ど
を
学
ぶ
。

ま
た
、集
団
接
種
会
場
で
の

予
診
は
あ
く
ま
で
も
医
師
が

実
施
。接
種
後
の
状
態
観
察
も

歯
科
医
師
が
携
わ
る
が
、ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
等
へ
の
対
応
は

医
師
主
導
で
行
わ
れ
る
見
込
み
。

な
お
、こ
れ
ま
で
違
法
性
が

阻
却
さ
れ
た
事
例
と
し
て
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
た

め
の
鼻
腔・咽
頭
拭
い
液
の
採

常
時
と
比
べ
て
少
な
い
と
回
答

し
た
の
は
、「
抜
歯
」75・４
％
、

「
タ
ー
ビ
ン
等
に
よ
る
形
成
処

置
」74
・
９
％
、「
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
等
の
処
置
」65
・
６
％
、「
歯

周
外
科
手
術
」55
・
７
％
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

歯
科
材
料
費（
同
１
月
）の

平
均
値
は
57
万
１
１
２
５
円
で

前
年
よ
り
９
万
２
９
８
１
円
、

19
％
増
加
。う
ち
衛
生
用
品
費

用
は
10
万
１
３
８
８
円
で
前
年

比
２
万
６
３
０
５
円
、35
％
増

加
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
前
か
ら
の
歯
科
材

料
費
の
増
加
割
合
で
は
、無

回
答
が
39
・９
％
で
最
も
多
い

取
の
歯
科
医
師
に
よ
る
実
施
」

の
他
、「
非
医
療
従
事
者
に
よ

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
」
や
「
科
学

災
害・テ
ロ
時
に
お
け
る
非
医

療
従
事
者
に
お
け
る
解
毒
剤
自

動
注
射
器
の
使
用
」「
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
在
宅
に
お
け

る
介
護
職
員
等
に
よ
る
喀
痰
吸

引
等
の
実
施
」
が
あ
る
。

◇
◆
◇

日
本
歯
科
医
師
会
の
柳
川
忠

廣
副
会
長
は
22
日
の
会
見
で
、

集
団
接
種
会
場
で
の
人
材
不
足

が
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
と
の

考
え
を
示
し
、「
地
元
の
医
師

会
や
自
治
体
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
、協
力
は
惜
し
ま
な
い
」
と

改
め
て
歯
科
医
師
会
の
立
場
を

説
明
。事
前
研
修
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
時
の
実
績
を
振

り
返
り
、「
教
材
が
整
え
ば
、Ｅ

シ
ス
テ
ム
の
準
備
は
１
週
間
ほ

ど
で
整
う
」
と
述
べ
て
い
た
。

ノ
ー
ル
は
94・５
％
、59・６
％
、

89・１
％
、含
嗽
剤
は
75・４
％
、

29・５
％
、62・８
％
。

◇
◆
◇

会
見
で
堀
会
長
は
、「
歯
科

医
療
機
関
に
対
し
て
標
準
予
防

策
に
加
え
て
よ
り
高
い
レ
ベ
ル

の
感
染
防
止
策
の
強
化
を
求
め

て
き
た
。各
医
療
機
関
に
対
応

し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、少
な

く
と
も
、昨
年
12
月
ま
で
歯
科

治
療
を
通
じ
た
感
染
拡
大
の
事

例
報
告
が
な
い
と
い
う
成
果
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
強
調
。

「
成
果
に
つ
な
が
っ
た
対
応
の

確
認
と
課
題
、財
政
支
援
が
必

要
か
ど
う
か
も
含
め
て
、調
査

を
行
っ
た
」
と
説
明
し
た
。

ま
た
、柳
川
忠
廣
副
会
長
は
、

「
今
回
は
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
結

果
を
報
告
す
る
が
、さ
ら
に
ク

ロ
ス
集
計
な
ど
も
加
え
る
予

定
。29
歯
科
大
学
歯
学
部
に
も

調
査
を
依
頼
し
て
お
り
、５
月

中
に
は
結
果
が
上
が
っ
て
く
る

と
思
う
」
と
述
べ
、「
合
わ
せ
て

公
的
な
補
助
の
要
望
や
、診
療

報
酬
改
定
の
参
考
資
料
に
し
て

い
き
た
い
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。

今週号の主な内容

▼都道府県歯会長予備選挙の結果（千葉、大阪） 2

▼災害対応のJDATの創設準備を
　日歯理事会で決定

2

▼新社長インタビュー
　「Ivoclar Vivadent」
　犬飼 清氏

9

次週は休刊です。
次回は5月11日付
で発行いたします。

おことわり
が
、23
・
０
％
が「
20
～
50
％

未
満
」と
回
答
。次
い
で「
10

～
20
％
未
満
」19
・
１
％
、「
～

10
％
未
満
」７
・７
％
、「
50
％

超
」
６
・６
％
、「
０
％
」
３
・

８
％
と
な
っ
て
い
る
。う
ち
衛

生
用
品
費
用
の
コ
ロ
ナ
前
か
ら

の
増
加
割
合
で
は
、「
20
～
50
％

未
満
」30
・
１
％
、「
～
20
％
」

23・５
％
、「
１
０
０
％
超
」15・

３
％
、「
50
～
１
０
０
％
未
満
」

９・３
％
、「
０
％
」３・８
％
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

医
療
廃
棄
物
処
理
に
か
か
る

費
用（
同
１
月
）は
平
均
１
万
１

３
２
１
円
で
、２
５
０
３
円
、

28
％
増
だ
っ
た
。

令
和
２
年
度
中
に
新
規
購

入
・
購
入
予
定
の
物
品
で
は
、

オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
や
タ
ー
ビ

ン
、コ
ン
ト
ラ
、口
腔
外
バ

キ
ュ
ー
ム
、換
気
シ
ス
テ
ム・空

院内感染対策費

衛生用品費が35％増加
「
材
料
費
」や「
診
療
時
間
」の
増
加
明
ら
か
に

▼『ちゃチャット聞かせて』
　田島聖士氏
　（AOI国際病院 歯科口腔外科）

5

院
内
感
染
対
策
に
よ
っ
て
、歯
科
材
料
費
は
１
カ
月
約
10
万
円
増
加
し
、特
に
衛
生

用
品
は
対
前
年
度
比
35
％
増
と
な
っ
て
い
る
。日
本
歯
科
医
師
会（
堀
憲
郎
会
長
）の

「
院
内
感
染
対
策
費
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
に
よ
る
も
の
で
、診
療
予
約
時
間
や

準
備
時
間
の
増
加
、対
策
の
た
め
新
規
購
入
し
た
物
品
の
平
均
額
が
90
万
円
と
な
る

な
ど
の
結
果
が
出
て
い
る
。22
日
の
定
例
記
者
会
見
で
報
告
が
あ
っ
た
。

日歯調査

新型コロナ

条
件
付
き
で
医
師
法
違
反
を
回
避

歯
科
医
ワ
ク
チ
ン
接
種
可
に

▼日学歯が文科大臣被表彰者191人を公表 4

▼歯科衛生士の数が定期歯科健診の受診に影響 5

▼都歯の山崎一男会長の
　お別れの会

5

▼日歯医学会の会長選挙に現職の住友氏のみ立候補 7

▼国際口腔ケア学会が発足記念式典 7

▼舌の菌量が肺の健康に影響 7

▼インタビュー「東和ハイシステム 上場から４カ月」 8

水野純治・みずのじゅんじ
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調
査
は
、都
道
府
県
歯
科
医

師
会
役
員
や
日
歯
委
員
会
委

員
、日
歯
役
員
ら
２
８
４
人
を

対
象
と
し
て
２
月
１
～

実
施
し
、１
８
３
人（

か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。分
析

は
日
本
歯
科
総
合
研
究
機
構
が

担
当
。

今
年
１
月
の
診
療
状
況
で

は
、対
前
年
度
と
比
べ
て
初
診

今週号の主な内容

▼都道府県歯会長予備選挙の結果（千葉、大阪） 2

▼災害対応のJDATの創設準備を
　日歯理事会で決定

2

院内感染対策費

衛生用品費が35％増加
「
材
料
費
」や「
診
療
時
間
」の
増
加

▼『ちゃチャット聞かせて』

　（AOI国際病院 歯科口腔外科）
5

院
内
感
染
対
策
に
よ
っ
て
、歯
科
材
料
費
は
１
カ
月
約
10
万
円
増
加
し
、特
に
衛
生

用
品
は
対
前
年
度
比
35
％
増
と
な
っ
て
い
る
。日
本
歯
科
医
師
会（
堀
憲
郎
会
長
）の

「
院
内
感
染
対
策
費
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
に
よ
る
も
の
で
、診
療
予
約
時
間
や

準
備
時
間
の
増
加
、対
策
の
た
め
新
規
購
入
し
た
物
品
の
平
均
額
が
90
万
円
と
な
る

な
ど
の
結
果
が
出
て
い
る
。22
日
の
定
例
記
者
会
見
で
報
告
が
あ
っ
た
。

▼日学歯が文科大臣被表彰者191人を公表 4

▼歯科衛生士の数が定期歯科健診の受診に影響 5

▼都歯の山崎一男会長の

5

▼日歯医学会の会長選挙に現職の住友氏のみ立候補 7
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水
野　
開
業
医
や
開
業
を
目
指
す
先
生
方
の
悩
み
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
新
鮮
で
リ
ア
ル
な
情
報
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
歯
科
医
院
経
営
に
ま
つ
わ
る
リ
ス

ク
も
示
し
つ
つ
、
個
々
の
先
生
に
合
っ
た
診
療
メ

ニ
ュ
ー
、
院
内
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
構
築
す
る
お
手
伝

い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
特
集
は
取
材
中
心
な
の
で
、
他
の
雑
誌
に
比
べ
て

情
報
が
早
い
の
が
特
長
で
す
。

　
現
場
の
先
生
方
の
み
な
ら
ず
、
プ
ラ
ー
ク
の
組
成

を
考
察
す
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
水
道
管
の
プ
ラ
ー
ク
の

話
を
水
道
屋
さ
ん
に
伺
っ
た
り
、
歯
科
金
属
の
性
質

を
考
え
る
た
め
に
メ
ッ
キ
の
会
社
に
取
材
に
行
っ
た

り
と
、
固
定
概
念
に
縛
ら
れ
な
い
取
材
姿
勢
が
支
持

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

―
読
者
は
ど
の
よ
う
な
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か

水
野　
『
日
本
歯
科
新
聞
』は
、
歯
科
医
師
会
の
役

員
を
始
め
と
し
た
歯
科
医
師
、
歯
科
技
工
士
、
歯
科

衛
生
士
、
厚
生
労
働
省
な
ど
の
行
政
関
係
者
、
商
工

現存する一番古い日本歯科新聞
1971年（昭和46年）9月25日土曜日付。まだ日本歯科新聞社が法人化する前に発
行された。新聞印刷業界では、昭和中期まで鉛板を使用した凸版印刷が主流だった
が、1970年代からコンピュータ組版へと移りゆく時代だった。

第5956号2020年（令和2年） 11月26日（木曜日）（1）

【無断転載を禁ず】 〈発行所〉日 本 歯 科 新 聞 社 厚生労働省記者クラブ所属

本社：〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町2-15-2
TEL03（3234）2475㈹／ FAX03（3234）8302 ／ mail：jdn@dentalnews.co.jp

きょうは ですペー
ジ２

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.

dentalnew
s.co.jp/

本
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
２
面
に
続
く
）

　歯
科
技
工
業
務
功
労
者
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
に
42
人
が
選
ば

れ
た
。
厚
労
省
が
20
日
に
公
表

し
た
も
の
。

　同
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り

歯
科
技
工
の
業
務
を
通
じ
て
、

日
本
の
歯
科
医
療
の
向
上
に
貢

献
し
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

者
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
歯
科

医
療
行
政
の
推
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　表
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
行
わ
な
い
と
し

て
い
る
。

　被
表
彰
者
は
次
の
通
り
。（
敬

称
略
）

　▼
大
久
田
秀
逸（
宮
城
）、

酒
樹
榮（
秋
田
）、
阿
部
和
夫

（
山
形
）、
山
中
博（
茨
城
）、

菊
地
澄
男（
栃
木
）、
松
村
秀

鑑
み
、
２
割
負
担
に
な
る
人
の

月
の
窓
口
負
担
が
９
千
円
を
超

え
る
場
合
は
、
１
割
負
担
に
一

律
４
５
０
０
円
増
の
窓
口
負
担

（
外
来
上
限
額
は
１
万
８
千
円
）

と
す
る
案
を
提
示
し
た
。

　窓
口
負
担
の
見
直
し
に
よ
る

現
役
世
代
の
負
担
軽
減
は
、
①

の
場
合
で
４
７
０
億
円
減
、
②

６
７
０
億
円
減
、
③
８
８
０
億

円
減
、
④
１
２
２
０
億
円
減
、

④
１
４
３
０
億
円
減
と
推
計
し

て
い
る
。

　委
員
か
ら
は
、
応
能
負
担
に

理
解
を
示
す
意
見
や
、
負
担
増

に
よ
る
受
診
控
え
を
懸
念
す
る

声
、
対
象
者
の
線
引
き
案
が
個

人
の
収
入
だ
け
に
焦
点
を
当
て

て
お
り
、
世
帯
の
状
況
も
鑑
み

る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
な
ど

が
あ
っ
た
。

　林
常
務
理
事
は
、「
現
役
世

代
の
過
度
な
負
担
軽
減
を
含

む
、
一
定
所
得
以
上
の
応
能
負

担
の
議
論
は
理
解
し
て
い
る

が
、
負
担
能
力
の
判
断
基
準
に

関
し
て
は
年
齢
が
嵩
む
ほ
ど
よ

り
慎
重
で
丁
寧
な
確
認
が
必
要

と
思
っ
て
い
る
」と
言
及
。

　「所
得
基
準
と
し
て
考
え
ら

れ
る
機
械
的
な
選
択
肢
」に
つ

い
て
は
、「
世
帯
の
実
情
等
を

加
味
す
る
と
複
雑
な
面
が
あ

る
。
負
担
が
増
え
て
も
、
そ
れ

以
上
に
納
得
感
の
得
ら
れ
る
明

確
な
制
度
設
計
で
あ
る
べ
き
と

思
っ
て
い
る
」と
意
見
を
述
べ

た
。

厚労大臣表彰

歯
科
技
工
業
務
で
42
人
表
彰

厚
労
省
が
公
表

後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
増
の
対
象

「
慎
重
な
確
認
必
要
」

　社
会
保
障
審
議
会
の
第

１
３
４
回
医
療
保
険
部
会
が
19

日
、
東
京
・
永
田
町
の
全
国
都

市
会
館
で
開
か
れ
た
。
後
期
高

齢
者
の
窓
口
負
担
を
２
割
に
す

る
対
象
者
の
線
引
き
の
五
つ
の

案
と
、
長
期
に
わ
た
る
外
来
受

診
の
急
激
な
負
担
増
を
抑
え
る

た
め
の
配
慮
措
置
の
案
が
示
さ

れ
た
。
日
本
歯
科
医
師
会
の
林

正
純
常
務
理
事
は
、
改
め
て
負

担
能
力
の
判
断
基
準
を
慎
重
に

確
認
す
る
必
要
性
を
強
調
。「
負

担
が
増
え
て
も
、
そ
れ
以
上
に

納
得
感
の
得
ら
れ
る
明
確
な
制

度
設
計
で
あ
る
べ
き
」と
訴
え

た
。　厚

労
省
が
、
所
得
基
準
の
機

械
的
な
選
択
肢
候
補
と
し
て
提

案
し
た
の
は
、
①「
介
護
保
険

の
２
割
負
担
の
対
象
者
の
割

合（
上
位
20
％
）と
同
等
」、
②

「
現
行
２
割
負
担
の
70
～
74
歳

の
平
均
収
入
額（
約
２
１
８
万

円
）を
上
回
る
水
準
」、
③「
平

均
的
な
収
入
で
算
定
し
た
年
金

額（
単
身
：
１
８
７
万
円
）を

上
回
る
水
準
」、
④「
本
人
に

課
税
の
対
象
と
な
る
所
得
が
あ

る
水
準
」、
⑤「
本
人
に
住
民

税
の
負
担
能
力
が
認
め
ら
れ
る

水
準
」の
五
つ
。

　本
人
収
入
の
目
安
と
対
象

者
数
は
、
①
で
２
４
０
万
円

以
上
、
約
２
０
０
万
人
、
②

で
２
２
０
万
円
以
上
、
約

２
８
５
万
人
、
③
で
２
０
０
万

円
以
上
、
約
３
７
０
万
人
、

④
で
１
７
０
万
円
以
上
、
約

５
２
０
万
人
、
⑤
で
１
５
５
万

円
、
約
６
０
５
万
人
と
な
る
。

　一
方
で
、
75
歳
以
上
の
95
％

が
１
年
の
う
ち
に
外
来
を
受
診

し
て
お
り
、
そ
の
５
割
弱
が
毎

月
診
療
を
受
け
て
い
る
状
況
を

敏（
群
馬
）、
野
田
友
正（
埼

玉
）、
内
山
昌
夫（
千
葉
）、
佐

藤
弘（
同
）、
小
笠
原
明（
東

京
）、
綾
部
一
則（
神
奈
川
）、

松
橋
耕
吉（
新
潟
）、
黒
田
文

彦（
富
山
）、
泉
沢
一
義（
石

川
）、
加
藤
正
一（
福
井
）、
田

中
富
夫（
山
梨
）、
田
中
勝
實

（
長
野
）、
國
島
修
身（
岐
阜
）、

石
原
義
博（
静
岡
）、
勝
又
茂

（
同
）、
森
野
隆（
同
）、
藤
野

進（
愛
知
）、
森
田
実（
三
重
）、

中
堀
勝
実（
滋
賀
）、
西
村
敏

和（
同
）、
小
川
博
和（
京
都
）、

草
木
茂（
同
）、
小
谷
和
弘（
大

阪
）、
中
西
正
泰（
同
）、
日
比

新
也（
兵
庫
）、
尾
崎
弘
喜（
和

歌
山
）、
藤
田
一
朗（
広
島
）、

西
桶
浩
三（
香
川
）、
梶
原
清

運（
愛
媛
）、
廣
末
富
一（
福

岡
）、
丸
山
寛（
佐
賀
）、
川

﨑
晋
二（
熊
本
）、
宗
像
篤
志

（
同
）、
川
端
道
徳（
大
分
）、

西
田
日
出
男（
宮
崎
）、
瀬
戸

山
秀
樹（
鹿
児
島
）、
諸
喜
田

清
昭（
沖
縄
）

日
歯
の

林
常
務

「日刊歯科通信」
毎日ファクスで配信し
ている。
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関
係
者
な
ど
、
歯
科
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
人
が
対
象

で
す
。
こ
れ
か
ら
歯
科
に
進
出
し
よ
う
と
思
っ
て
い

る
企
業
の
方
や
一
般
マ
ス
コ
ミ
に
も
読
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
『
ア
ポ
ロ
ニ
ア
21
』は
、
歯
科
医
療
関
係
者
の
中

で
も
情
報
感
度
の
高
い
人
に
支
持
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
開
業
医
が
中
心
で
す
が
、
歯
科
企
業
関
係
者

や
院
長
夫
人
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
も
フ
ァ
ン
が
多
い

で
す
。

―
出
版
書
籍
に
も
特
徴
が
あ
り
ま
す
か

水
野　

主
に『
日
本
歯
科
新
聞
』『
ア
ポ
ロ
ニ
ア
21
』

の
連
載
陣
を
中
心
に
、
長
期
的
に
支
持
さ
れ
る
医
院

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
内
容
を
吟
味
し

て
出
版
し
て
い
ま
す
。
時
間
の
な
い
先
生
方
に
、「
わ

か
り
や
す
く
」情
報
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
企
画

に
も
制
作
に
も
時
間
を
か
け
て
い
ま
す
。　

―
ど
ん
な
社
風
で
す
か

水
野　
厳
し
い
上
下
関
係
や
細
か
な
ル
ー
ル
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
自
由
な
雰
囲
気
だ
と
思
い
ま
す
。
社
員
が
や

り
た
い
仕
事
に
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と
が
、
結
果
と
し

て
業
績
に
つ
な
が
る
と
私
は
考
え
て
い
る
の
で
、
社
員

か
ら
の「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」と
い
う
提

案
は
で
き
る
だ
け
受
け
入
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。

　
数
字
を
追
う
と
、
読
者
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
本
位
で
は

な
く
、
会
社
本
位
に
な
っ
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
企
業

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
を
損
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
て
い

る
た
め
、
売
り
上
げ
な
ど
の
目
標
設
定
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
社
員
が
楽
し
み
な
が
ら
質
の
高
い
仕
事
が
で
き
れ

ば
、
業
績
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

月刊『アポロニア21』
1994年1月創刊。歯科界初の経営誌としてスタートした。

書籍
リスク管理、医院デザイン等、歯科医院をサポートする経営書が中心。
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―
ど
ん
な
社
員
が
多
い
で
す
か

水
野　
長
所
・
短
所
の
凸
凹
の
多
い
人
が
目
立
ち
ま

す
。
時
々
、
社
外
で
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
か

気
が
か
り
に
な
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で
す
が（
笑
）、

短
所
を
な
く
そ
う
と
す
る
と
長
所
も
つ
ぶ
れ
て
し
ま

う
と
思
う
の
で
、
そ
の
人
の
長
所
が
生
か
さ
れ
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
好
奇
心
旺
盛
な
人
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

を
正
面
か
ら
ぶ
つ
け
る
人
が
多
い
で
す
ね
。
受
託
出

版
の
仕
事
な
ど
で
も
、
先
方
の
依
頼
だ
け
を
こ
な
す

の
で
は
な
く
、
自
ら
積
極
的
に
企
画
に
踏
み
込
ん
で

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
が
当
社
の
特
徴
だ
と
思
い

ま
す
。

―
自
慢
の
設
備
は

水
野　
自
慢
と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
３

階
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
は
20
名
ほ
ど
が
ゆ
っ
た
り
講

演
を
聴
く
の
に
適
し
た
会
議
室
で
す
。
水
道
橋
駅
か

ら
徒
歩
３
分
と
交
通
の
便
も
良
く
、
少
人
数
で
じ
っ

く
り
勉
強
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
勉
強
会
な
ど
に
ご
活
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
新
聞
社
と
い
う
中

立
性
を
生
か
し
て
、
新
製
品
発
表
会
、
プ
レ
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
も
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
会
社
の
転
機
は

水
野　

今
の
社
屋
を
購
入
し
て
移
転
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
３
階
に
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
を
設
け
た
こ

と
で
、
自
社
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
新
し
い
事
業
が
加
わ

り
ま
し
た
。

　
実
際
に
運
営
し
て
み
る
と
、
参
加
者
集
め
な
ど
大

変
な
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
紙
面
で
伝
え
ら
れ
な

い
立
体
的
な
情
報
発
信
が
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
の

場
で
参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
り
、
セ
ミ

ナ
ー
か
ら
新
し
い
書
籍
の
企
画
が
生
ま
れ
た
り
、
出

版
と
い
う
業
務
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
ダ
イ
レ

セミナールーム
「駅チカ」「周囲の飲食店の豊富さ」「換気が良好」などにより利用
者は多い。

受託出版
書籍制作のノウハウを活用し、他社の社報や会報、周年記念誌なども制作している。
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ク
ト
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
り
ま
し
た
。

―
今
後
の
課
題
や
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い

水
野　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
が
り
、
働
き
方
改
革
の
推
進
な

ど
に
よ
り
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
歯
科
医
院
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
力
を
入
れ
て

い
く
と
と
も
に
、
弊
社
自
身
も
、
時
代
に
合
っ
た
情

報
発
信
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
方
的
な
情
報
発
信
だ
け
で
な
く
、
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
も
活
用
し
、
情
報
感
度
の
高
い
先
生
方

が
集
う
場
を
設
け
、
良
い
意
味
で
の
化
学
反
応
を
起

こ
せ
る
よ
う
な
仕
掛
け
も
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
中
立
な
姿
勢
を
心
が
け
て
き
た
弊
社
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
に
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
２
１
年
３
月
収
録
）

歯科プロマガジンhttps://japandentalnews.com/
歯科医院経営に役立つ情報が掲載されている。動画、セミナー、おもしろコラムなど満載。

医院デザインフェア
建築・設計・看板・キャビネットから、 アロマ・清掃・絵画のような医院運営に欠かせない
アイテムを扱ったさまざまな企業が集まった医院のデザインに特化したイベント。
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―
学
生
時
代
に
熱
中
し
た
こ
と
は

水
野　
大
学
時
代
は
テ
ニ
ス
と
ス
キ
ー
に
夢
中
で
し

た
。
い
つ
も
授
業
を
さ
ぼ
っ
て
テ
ニ
ス
ば
か
り
。
冬

休
み
と
春
休
み
は
ス
キ
ー
宿
に
住
み
込
ん
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
、合
間
に
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
と
に
か
く
家
に
い
な
か
っ
た
」と
家
族
に
言
わ

れ
ま
す
。

―
心
に
残
っ
て
い
る
本
は

水
野　
歴
史
小
説
が
好
き
で
す
。

　
池
波
正
太
郎
の『
真
田
太
平
記
』『
鬼
平
犯
科
帳
』、

吉
川
英
治
の『
三
国
志
』、山
岡
荘
八
の『
徳
川
家
康
』

な
ど
。
鬼
平
は
私
の
あ
こ
が
れ
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。

―
モ
ッ
ト
ー
は

水
野　
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と
。
中
立
。

―
日
本
歯
科
新
聞
社
の
入
社
前
の
職
歴
を
教
え
て

く
だ
さ
い

水
野　
１
９
９
４
年
に
大
学
を
卒
業
し
、
地
域
密
着

型
の
金
融
機
関
で
営
業
と
し
て
中
小
企
業
、
一
般
家

庭
を
訪
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
・
職
種
の
経
営
を
目
の
当
た
り

に
し
、
顧
客
の「
夜
逃
げ
」も
経
験
し
ま
し
た
。
こ

の
頃
は
漠
然
と
自
分
で
起
業
し
た
い
と
い
う
思
い
を

描
い
て
い
た
の
で
、
日
々
勉
強
で
し
た
。

　
父
が
日
本
歯
科
新
聞
社
の
社
長
で
し
た
が
、
私
は

三
男（
次
男
は
幼
少
期
に
他
界
）で
し
た
の
で
自
分
が
継

ぐ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
兄
が
辞
め
て

も
姉
が
支
え
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
父
が
病
気
で
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
危

ぶ
ま
れ
た
時
、
兄
は
祖
父
の
開
業
し
た
地
域
紙
を
引

き
継
い
で
い
ま
し
た
し
、
先
に
日
本
歯
科
新
聞
社
で

編
集
者
と
し
て
働
い
て
い
た
姉
は
経
営
に
は
関
心
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、「
会
社
を
継
が
な

在任期間：2002年から
　出身地：茨城で生まれ中学より東京
出身大学：成城大学経済学部卒業
加入団体：神田法人会

水野 純治
ミズノ　ジュンジ

株式会社日本歯科新聞社　代表

旧きを受け継ぎ
新
た
な
時
代
へ
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け
れ
ば
」と
い
う
強
い
気
持
ち
が
わ
き
上
が
り
、
父

に
頭
を
下
げ
て
入
社
し
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、転
職
、

結
婚
、
娘
の
誕
生
、
す
べ
て
が
起
き
た
年
で
し
た
。

　
入
社
後
は
、
記
者
、
総
務
、
企
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
に
取
り
組
み
、５
年
後
、父
の
死
去
に
伴
い
、

31
歳
で
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

―
最
大
の
ピ
ン
チ
は

水
野　
先
代
の
水
野
治
雄
が
実
質
的
な
創
業
者
と
し

て
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
、『
日
本
歯
科
新
聞
』

と
い
う
専
門
紙
ト
ッ
プ
の
存
在
を
作
り
上
げ
、
初
の

歯
科
医
院
経
営
誌
も
創
刊
し
ま
し
た
。

　
報
道
機
関
と
し
て
の
信
頼
を
着
実
に
築
い
て
き
た

も
の
の
、
借
金
が
大
き
か
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
も

と
も
と
金
融
機
関
に
い
た
私
は
決
算
書
が
読
め
た
の

で
、
父
が
亡
く
な
り
、
決
算
書
を
見
た
瞬
間
、「
こ

の
会
社
は
倒
産
す
る
」と
追
い
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
後
か
ら
税
理
士
さ
ん
に「
い
や
ぁ
、
正
直
つ
ぶ
れ

る
と
思
っ
た
け
ど
、
よ
く
こ
こ
ま
で
や
っ
た
よ
ね
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
財
政
面
で
は
本
当
に
危
機
的
で

し
た
。

―
ど
の
よ
う
に
会
社
を
立
て
直
し
た
の
で
す
か

水
野　
先
代
は
会
社
の
経
営
よ
り
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
精
神
優
先
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

宵
越
し
の
金
は
持
た
な
い
典
型
的
な
江
戸
っ
子
で
、

ま
と
ま
っ
た
お
金
が
あ
れ
ば
、
お
客
さ
ん
に
ご
ち
そ

う
し
た
り
、
社
員
と
の
飲
み
会
に
使
っ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
の
で
す
。
な
に
せ
、
会
社
の
最
重
要
行
事
は

花
見
だ
っ
た
ぐ
ら
い
で
し
た
か
ら
…
…
。

　
そ
ん
な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
会
社
を
継
い
で
か
ら

は
人
の
意
見
を
聞
く
余
裕
も
な
く
、
財
政
面
の
立
て

直
し
に
必
死
で
し
た
。
外
注
経
費
を
削
減
す
る
た
め

に
内
製
化
を
進
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
早
い
段
階
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
他
に
も
お

金
の
使
い
方
を
全
面
的
に
見
直
し
、
社
員
が
安
心
し

て
働
け
る
ク
リ
ー
ン
な
経
営
を
目
指
し
て
、
10
年
ほ

ど
か
け
て
な
ん
と
か
財
政
を
立
て
直
す
こ
と
に
成
功

し
た
私
に
と
っ
て
は
、「
ケ
チ
」と
言
わ
れ
る
の
は

最
高
の
誉
め
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
す（
笑
）。

―
外
注
な
ど
を
減
ら
し
た
他
に
工
夫
し
た
こ
と
は

水
野　
『
ア
ポ
ロ
ニ
ア
21
』の
創
刊
当
時
は
、
歯
科

界
は
経
営
環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
経
営
に
悩
み
を

持
つ
先
生
が
少
な
く
、
発
行
部
数
は
低
迷
。
廃
刊
す

べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
自

身
が
経
営
の
悩
み
を
多
数
抱
え
て
お
り
、
解
決
の
ヒ

ン
ト
が
載
っ
て
い
る
雑
誌
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
欲
し
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
と

ど
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
べ
き
な
の
か
な

ど
、『
ア
ポ
ロ
ニ
ア
21
』の
編
集
企
画
に
は
、
自
分

の
経
営
者
と
し
て
の
悩
み
を
ぶ
つ
け
て
い
き
ま
し

た
。

　
歯
科
医
院
の
経
営
者
で
あ
る
院
長
が
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
悩
ん
で
い
る
か
に
寄
り
添
う
内
容
は
、
徐
々

に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、発
行
部
数
が
年
に
２
、

３
割
伸
び
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

―
苦
し
い
時
、
支
え
に
な
っ
た
も
の
は

水
野　

私
は
31
歳
で
社
長
に
就
任
し
た
た
め
、
中

身
が
伴
わ
な
い
若
輩
者
と
い
う
こ
と
は
自
分
で
も

わ
か
っ
て
い
ま
し
た
し
、
会
社
と
社
員
を
背
負
っ

て
い
く
こ
と
に
強
烈
な
重
圧
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

就
任
当
時
は
周
囲
か
ら
の
声
も「
先
代
の
気
づ
か
い

や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
引
き
継
げ
な
い
だ
ろ
う
」と

い
っ
た
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
同
じ
く
編
集
長
に
就
任
し
た
ば
か
り

の
水
谷
と
と
も
に
、
あ
る
歯
科
関
係
企
業
の
社
長
を
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訪
ね
、「
ど
う
進
ん
で
い
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
」と
悩
み
を
打
ち
明
け
た
と
こ
ろ
、「
そ
も
そ
も
、

あ
ん
た
た
ち
若
造
が
大
し
た
こ
と
が
で
き
る
わ
け
な

い
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
果
を
出
す
に
は
10

年
は
か
か
る
ん
だ
」と
言
わ
れ
て
肩
の
力
が
抜
け
た

こ
と
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
る
歯
科
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
先
生

に「
一
時
的
に
成
功
し
て
も
、
お
ご
ら
ず
に
人
間
力

を
磨
く
こ
と
が
大
切
」と
い
っ
た
経
営
の
正
道
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
、
本
当
に
大
き
な
支
え
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
あ
り
が
た
い
人
脈
は
先
代
が
残
し
て
く

れ
た
も
の
で
す
。
一
般
的
に
代
表
が
替
わ
る
と
、
こ

う
し
た
ご
縁
は
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、「
治
雄
社
長
に
お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
」

と
温
か
く
接
し
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く
、
本
当
に
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
か
ら
転
職
し
た
際
、
年
収
が

１
０
０
万
円
も
落
ち
て
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
も
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
仕
事
も
し
て
、
さ
ら
に
毎
日
弁

当
を
作
る
な
ど
し
て
支
え
て
く
れ
た
妻
に
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

―
社
外
の
活
動
は

水
野　
日
本
歯
科
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
協
会
の
事
務
局
長

を
20
年
以
上
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
業
医
の
近

藤
隆
一
先
生
が
チ
ェ
ア
マ
ン
を
務
め
る
ス
タ
デ
ィ
ー

グ
ル
ー
プ「
Ｌ
Ｄ
Ａ
」に
は
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
り
、

近
年
ま
で
事
務
局
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
歯
学
図
書
出
版
協
会
の
会
長
も
６
年

（
２
０
０
８
～
２
０
１
４
年
６
月
）務
め
ま
し
た
。

　
神
田
法
人
会
と
い
う
経
営
者
団
体
の
役
員
も
務
め

て
お
り
、
経
営
の
悩
み
が
あ
る
際
に
仲
間
に
相
談
に

乗
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
心
強
い
で
す
。

―
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は

水
野　
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
も
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う

性
格
だ
と
思
い
ま
す
。
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
人
と
交
わ

る
の
が
好
き
で
す
し
、
一
人
酒
も
好
き
で
す
。
酒
に
食

べ
物
を
合
わ
せ
る
の
で
な
く
、
食
べ
物
に
合
わ
せ
る
の

が
私
の
飲
み
方
で
、
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。
出
張
で

は
、
ご
当
地
の
食
事
を
楽
し
ん
だ
と
き
に
幸
せ
を
感
じ

ま
す
。

―
趣
味
は

水
野　
ゴ
ル
フ
、
読
書（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
歴
史
系
）、

ド
ラ
イ
ブ
で
す
。

―
尊
敬
す
る
人
物
は

水
野　

父
親
の
水
野
治
雄
と『
鬼
平
犯
科
帳
』の
長
谷

川
平
蔵
で
す
。
厳
し
い
け
れ
ど
人
情
家
と
い
う
人
間
く

さ
い
タ
イ
プ
の
方
に
は
憧
れ
ま
す
。

―
今
、
ほ
し
い
も
の
は

水
野　
会
社
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
と
、
経
営
の
安
定

の
両
立
で
す
。

―
社
員
へ
の
思
い
は

水
野　
長
く
勤
め
て
い
る
社
員
が
多
く
、
あ
り
が
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
社
長
に
な
っ
て
採
用
し
た

社
員
は
自
分
の
兄
弟
や
子
ど
も
の
よ
う
な
思
い
入
れ
が

あ
る
一
方
、
私
が
社
長
に
な
る
前
か
ら
働
い
て
い
る
社

員
も
、
未
熟
な
自
分
を
見
捨
て
ず
支
え
て
く
れ
て
本
当

に
あ
り
が
た
い
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
２
１
年
３
月
収
録
）
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水野 治雄

経営者でありながら
生
涯
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
貫
く

ミズノ　ハルオ
設立者

―
前
職
な
ど
、
仕
事
の
変
遷
は

水
野
治
雄︵
以
下
治
雄
︶　
父
・
秀
雄
が﹁
都
北
新
聞
﹂

と
い
う
東
京
都
北
区
の
地
域
紙
を
発
行
し
て
い
た
の

で
、
そ
の
手
伝
い
も
し
な
が
ら
、
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
、
ミ
ニ
コ
ミ
紙
、
フ
リ
ー
の
記
者
等
を
経
て
、

日
本
歯
科
新
聞
社
の
前
身
と
な
る
会
社
に
勤
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

―
お
父
様
の
会
社
を
継
が
な
か
っ
た
理
由
は

治
雄　
地
域
紙
は
、
街
づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
に
直

結
し
ま
す
か
ら
、仕
事
と
し
て
は
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

目
立
た
ず
に
埋
も
れ
て
い
る
地
域
の
活
動
や
人
物
を

紙
面
を
通
じ
て
応
援
し
て
い
る
親
父
の
背
中
も
見
て

き
ま
し
た
し
。
し
か
し
、
地
域
紙
は
事
業
規
模
が
小

仕
事

※
生
前
の
本
人
の
言
動
を
も
と
に
作
成

父の都北新聞社の前にて。
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さ
く
、
家
族
を
食
べ
さ
せ
て
い
く
の
は
難
し
い
ん
で

す
。
母
親
が
苦
労
し
て
い
る
姿
も
目
の
当
た
り
に
し

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
結
局
は
ど
ん
な
分
野
で
も
、
政
治
、
学
術
、

文
化
、
商
業
が
あ
る
の
は
同
じ
で
す
し
、「
そ
こ
で

頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
を
応
援
し
た
い
」「
少
し
で

も
国
民
全
体
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
後
押
し
し
た
い
」

と
い
う
思
い
で
い
れ
ば
、
ど
の
場
所
で
あ
っ
て
も
貢

献
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
す
。

―
創
業
、
社
長
就
任
ま
で
の
経
緯
は
？

治
雄　
前
身
で
あ
る
会
社
の
社
長
か
ら
話
が
あ
り
ま

し
た
。
も
っ
と
も
、
社
長
就
任
と
と
も
に
大
借
金
も

一
緒
に
抱
え
る
こ
と
に
な
り
、
記
事
書
き
よ
り
金
策

に
走
り
回
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
…
…
。

―
仕
事
を
し
て
い
る
上
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

は

治
雄　
人
と
の
縁
、
交
わ
り
で
す
ね
。
歯
科
に
限
定

し
な
い
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
え
ば
、
新
し
い
発

想
も
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
不
器
用
で
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

る
人
を
応
援
し
た
い
で
す
ね
。

―
ど
ん
な
情
報
を
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か

治
雄　
患
者
さ
ん
を
犠
牲
に
し
て
金
儲
け
を
教
え
る

よ
う
な
記
事
は
載
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
じ
め
に

患
者
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
歯
医
者
さ
ん
に
読

ん
で
ほ
し
い
で
す
。

―
経
営
者
と
し
て
成
し
遂
げ
た
意
義
深
い
と
感
じ

て
い
る
こ
と
は

治
雄　

正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
時
そ
の
時
真
剣
に
、
会
社
や
歯
科
界
、
国

全
体
の
こ
と
を
考
え
て
き
た
の
は
確
か
で
し
ょ
う
。

―
経
営
者
の
立
場
が
つ
ら
い
と
感
じ
る
と
き
は

治
雄　
資
金
繰
り（
笑
）。
楽
だ
っ
た
こ
と
は
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
。
駅
前
で
街
金
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ

て
い
る
の
を
見
る
と
、
ど
う
に
も
つ
ら
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

―
経
営
者
な
ら
で
は
の
や
り
が
い
は

治
雄　
書
い
た
記
事
の
責
任
を
、
最
後
は
自
分
で
取

れ
る
こ
と
。

―
「
経
営
の
ピ
ン
チ
」に
自
分
の
支
え
と
な
る
も

の
は

治
雄　
間
違
い
な
く
人
脈
。

―
社
員
に
求
め
る
こ
と
は

治
雄　
歯
科
の
知
識
は
お
い
お
い
身
に
つ
い
て
く
る

も
の
。
そ
れ
よ
り
も
編
集
者
と
し
て
の
カ
ン
、技
量
、

そ
し
て
信
頼
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。

―
社
員
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
は

治
雄　
い
ろ
い
ろ
う
る
さ
く
言
っ
た
が
つ
い
て
き
て

く
れ
た
の
は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

―
後
任
社
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

治
雄　
自
分
で
考
え
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
み

れ
ば
い
い
。　

―
好
き
な
食
べ
物
や
飲
み
物
は

治
雄　

酒
で
も
甘
い
も
の
で
も
何
で
も
好
き
で
す

が
、少
し
ず
つ
い
ろ
ん
な
も
の
を
食
べ
た
い
で
す
ね
。

し
い
て
言
え
ば
お
で
ん
の
つ
み
れ
で
す
。

―
健
康
法
・
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は

治
雄　
同
級
生
と
集
ま
っ
て
話
す
こ
と
か
な
…
…
。

　

そ
れ
と
、
庶
民
的
な
赤
ち
ょ
う
ち
ん
で
一
杯
。

馴
染
み
の
店
を
２
、３
軒
は
し
ご
す
る
。

―
趣
味
や
特
技
は（
過
去
、
現
在
）

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
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治
雄　
川
釣
り
で
す
。
茨
城
に
住
ん
で
い
た
時
に
は

子
ど
も
を
連
れ
て
近
く
の
小
貝
川
へ
、
東
京
に
戻
っ

て
か
ら
は
小
田
原
の
川
な
ど
に
よ
く
一
人
で
行
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
釣
っ
た
も
の
を
食
べ
る
の
は
苦
手

で
、
帰
り
に
全
部
放
し
て
き
ま
す
。

―
尊
敬
す
る
タ
イ
プ
は

治
雄　
義
理
人
情
に
厚
く
、ス
ケ
ー
ル
が
大
き
な
人
。

―
肌
に
合
う
場
所
や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は

治
雄　

下
町
の
気
取
ら
な
い
雰
囲
気
が
好
き
で
す

ね
。出
張
先
で
一
番
良
か
っ
た
の
は
新
潟
の
街
か
な
。

―
自
慢
の
持
ち
物
は

治
雄　
見
事
に
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

―
地
域
で
の
活
動
は

治
雄　

地
元
の
東
京
都
北
区
で
、「
昭
和
会
」と
い

う
集
ま
り
を
開
い
て
い
ま
し
た
。
今
で
い
う
異
業
種

交
流
会
で
す
が
、
政
治
家
や
地
元
の
信
用
金
庫
の
理

事
長
な
ど
、
街
づ
く
り
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
人

が
多
か
っ
た
の
で
、
区
の
政
策
に
ず
い
ぶ
ん
と
影
響

を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
区
議
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、
政
党
は
バ
ラ
バ

ラ
で
も
み
ん
な
仲
良
く
や
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
会

で
は
、
本
音
で
言
い
た
い
こ
と
を
言
い
合
っ
て
い
ま

し
た
ね
。

　
長
い
間
、
小
中
学
校
の
同
窓
会
、
同
期
会
の
幹
事

も
務
め
ま
し
た
。
小
中
学
校
の
仲
間
と
は
60
歳
の
還

暦
祝
い
の
時
に
、
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に

出
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
だ
い
ぶ
足
腰
も
弱
っ
て
い

た
の
で
、
私
は
気
分
だ
け
味
わ
う
つ
も
り
で
参
加
し

た
の
で
す
が
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
が
懸
命
に
走

っ
て
い
る
姿
に
背
中
を
押
さ
れ
、
と
き
に
は
仲
間
に

身
体
を
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
何
と
か
ハ
ー
フ
を

完
走
し
ま
し
た
。

―
ど
ん
な
子
ど
も
だ
っ
た

治
雄　
一
言
で
い
え
ば
悪
が
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

よ（
笑
）。

―
学
生
時
代
熱
中
し
た
こ
と
は

治
雄　

中
学
で
は
水
泳
、
高
校
で
は
新
聞
づ
く
り
、

大
学
で
は
学
生
運
動
。
今
の
若
者
に
は
理
解
で
き
な

い
で
し
ょ
う
が
、
あ
の
時
は
み
な
真
剣
だ
っ
た
ん
で

す
よ
。

―
家
族
へ
の
感
謝
は

治
雄　
き
ち
ん
と
し
た
給
料
を
家
に
入
れ
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
社
の
支
払
い
を
優
先

し
、
残
っ
た
お
金
を
渡
し
て
い
た
の
で
、
妻
は
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
時
代
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水
野
治
雄　
追
悼
文　

 

（
２
０
０
２
年
12
月
３
日
号
～
17
日
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
歯
科
新
聞
』
よ
り
一
部
抜
粋
）

〈
歯
科
関
係
者
の
声
〉

厳
し
さ
の
中
に
優
し
さ
も

　
日
本
歯
科
新
聞
社
の
水
野
治
雄
社
長
が
逝
去
さ
れ
た
。
ま
だ

64
歳
の
若
さ
な
の
に
、
残
念
の
極
み
で
あ
る
。

　
早
稲
田
大
学
文
学
部
の
学
生
時
代
は
学
生
運
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
名
を
馳
せ
た
方
だ
と
聞
く
が
、
厳
し
さ
の
な
か
に
も
優

し
さ
が
あ
る
人
だ
っ
た
。

新
聞
の
価
値
を
教
わ
っ
た

　
水
野
氏
と
は
、
時
々
、
思
わ
ぬ
所
で
突
然
出
会
う
こ
と
の
不

思
議
さ
を
感
じ
て
い
た
。淡
々
と
会
話
を
交
わ
す
人
な
の
だ
が
、

会
っ
た
後
に
は
必
ず
記
事
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
仕
事
熱
心
な

人
で「
新
聞
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
な
責
任
と
哲
学
が

な
い
と
書
け
な
い
の
だ
な
ぁ
」と
、
こ
の
人
か
ら
新
聞
の
価
値

を
教
わ
っ
た
。

　
新
聞
は
関
係
者
、
ま
た
は
記
事
の
相
手
の
承
諾
を
得
ず
に
書

く
。
社
会
的
責
任
を
持
ち
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、
社
会
即

ち
読
者
の
反
応
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
記
事
を
書
く
と
い
う
こ

と
の
難
し
さ
、
言
葉
の
表
現
の
厳
し
さ
が
あ
る
。
従
っ
て
そ
の

情
報
の
価
値
は
、
取
材
に
要
し
た
交
通
費
や
人
件
費
な
ど
の
実

費
以
外
に
大
き
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
も
の
だ
。

反
骨
精
神
を
貫
い
た
人

　
反
骨
精
神
を
貫
き
、
狭
い
歯
科
界
で
、
お
か
し
い
こ
と
を
お

か
し
い
と
言
え
る
貴
重
な
人
物
だ
っ
た
。

義
理
人
情
、
気
配
り
の
人

　
赤
ち
ょ
う
ち
ん
で
一
杯
が
水
野
社
長
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
。

と
に
か
く
義
理
と
人
情
、
気
配
り
の
人
だ
っ
た
。

尊
く
美
し
い
生
き
方
だ
っ
た

　
水
野
社
長
に
は
、
権
力
や
既
成
の
価
値
観
に
迎
合
し
な
い
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の「
気
骨
」が
あ
り
ま
し
た
。
商
業
紙

の
経
営
者
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
か
つ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て「
圧
力
に
負
け
ず
信
念
を
貫
く
」と
い
う
こ
と
は
、
困
難
が

多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
！
尊
い
美
し
い
生
き
方
だ
っ
た
の
で
す
。

〈
社
員
の
声
〉

命
よ
り「
人
」が
財
産

　
社
長
は
、
お
酒
、
た
ば
こ
、
山
本
周
五
郎
や
藤
沢
周
平
な
ど

の
人
情
小
説
、そ
し
て
、何
よ
り
会
社
と
社
員
が
好
き
で
し
た
。

　
「
宵
越
し
の
お
金
は
持
た
な
い
」「
曲
が
っ
た
こ
と
は
嫌
い
」

と
ま
さ
に
江
戸
っ
子
気
質
そ
の
ま
ま
に
、
会
社
の
資
金
繰
り
で

頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
き
で
も
、
出
入
り
の
業
者
な
ど
か
ら
生

活
に
困
っ
て
い
る
話
が
出
た
り
す
る
と
、我
が
身
を
顧
み
ず
に
、

帰
り
際
、
人
づ
て
に
密
か
に
お
金
を
渡
す
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
人
情
の
世
界
に
憧
れ
、
お
世
辞
に
も
お
金
を
残
す
こ
と
が
上

手
で
な
か
っ
た
社
長
が
、「
人
の
つ
な
が
り
」と
い
う
お
金
に

換
え
難
い
大
き
な
財
産
を
残
し
た
こ
と
を
、
葬
儀
に
訪
れ
た

７
０
０
人
の
参
列
者
が
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

突
然
の
雷
雨
が
…
…　

　
社
長
の
口
癖
は
、
新
入
社
員
に
日
本
歯
科
新
聞
・『
縮
刷
版
』

を
渡
し
、「
歯
科
界
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
れ
、
フ
ィ
ロ

ソ
フ
ィ
ー
を
持
て
、
う
ち
は
専
門
紙
だ
胸
を
張
れ
」、
そ
し
て

「
酒
は
自
分
の
金
で
飲
め
」で
し
た
。

　
ま
た
、
仕
事
に
慣
れ
態
度
が
傲
慢
、
怠
惰
に
な
っ
て
き
た
と

き
に
は
、
真
夏
の
空
に
突
然
雷
雨
が
襲
う
よ
う
な
叱
咤
を
よ
く

受
け
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
本
当
に
一
瞬
で
、
す

ぐ
に「
さ
あ 

飲
み
に
行
く
ぞ
」と
真
っ
青
な
青
空
へ
虹
を
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。

会
社
員
の
前
に
編
集
者

　
新
聞
の
制
作
が
か
な
り
進
行
し
た
段
階
で
も
、
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
で
、「
新
し
い
記
事
に
差
し
替
え
て
、
全
面
組
み
直
せ
」

の
社
長
の
ひ
と
言
で
、
今
ま
で
の
作
業
が
あ
え
な
く
無
駄
に
終

わ
る
こ
と
も
ザ
ラ
に
あ
り
ま
し
た
。
常
に
会
社
員
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
り
の
編
集
者
と
し
て
の
行
動
が
求
め
ら
れ
た
の

で
す
。
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も
ち
ろ
ん
、
社
員
は
、
少
な
か
ら
ず
グ
チ
を
こ
ぼ
す
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
編
集
者
と
し
て
の

あ
り
方
を
体
で
教
え
込
ま
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

ム
リ
を
強
い
る
こ
と
の
多
い
一
方
で
、
出
張
中
の
記
者

が
い
れ
ば
、
そ
の
間
ず
っ
と
気
に
か
け
、
帰
れ
ば
真
っ
先

に
声
を
か
け
ま
し
た
。

　

水
野
社
長
ほ
ど
、
社
員
を
怒
鳴
り
、
ま
た
愛
し
た
社
長

は
い
な
い
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

人
の
も
て
な
し
が
好
き

　

桜
が
咲
く
頃
に
な
る
と「
花
見
の
会
」を
よ
く
開
い
て
い

ま
し
た
。
実
際
は「
飲
み
、食
べ
、お
し
ゃ
べ
り
す
る
会
」で
、

水
野
社
長
は
自
ら
買
い
出
し
に
行
き
、
前
の
日
か
ら「
お
で

ん
」を
つ
く
り
は
じ
め
る
の
で
、
社
内
は
お
で
ん
の
に
お
い

で
充
満
し
、
染
み
込
む
ほ
ど
で
し
た
。

　
「
も
つ
煮
込
み
」「
か
ら
揚
げ
」「
お
好
み
焼
き
」「
焼
き
そ

ば
」「
蜆
汁
」な
ど
な
ど
。
と
に
か
く
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の

食
べ
も
の
を
用
意
し
、「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」「
歌
」「
手
品
」と

盛
り
だ
く
さ
ん
の
趣
向
を
こ
ら
し
、
人
を
も
て
な
す
の
が

好
き
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
時
の
社
長
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
、
皆
が
ワ

イ
ワ
イ
と
賑
や
か
に
し
て
い
る
の
を
見
て
満
足
そ
う
で
し

た
。

在
り
し
日
の
社
長
を
偲
ん
で
詠
め
る

　
魚
釣
り　
か
か
っ
た
獲
物
に
深
情

　
も
う
一
杯　
そ
の
一
杯
で
恵
比
寿
顔

　
財
産
は　
金
で
は
計
れ
ぬ
義
理
人
情

　
友
達
に　
掛
け
た
情
は
百
萬
両

　
も
う
や
め
た　
今
日
か
ら
禁
煙
も
う
一
本

水野家代々の菩提寺である平林寺（埼玉県新座市）に
社員の有志で墓参りしたときのスナップ。
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